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第 4 章では航路埋没に関する 2 次元移動床実験を行い，航路周辺の水深急変部における非平衡性の浮
遊漂砂濃度の空間分布の実態とそれに伴う水深変化を明らかにした。さらに波・流れ共存場における浮
遊漂砂の基準点濃度及び拡散係数に対する実験式を提案した。
第 5 章では実験結果に基づき，第 3 章で提案した新しい予測手法の適用性について検討を加え，その














設投資の大きな問題点ともなっているO と同時に この埋没防止対策の開発が強く望まれているO 本論
文は，航路埋没を取り上げ，埋没量の推定方式を確立して上記港湾建設投資に際して重要な基礎試料を
与えるとともに，埋没対策について一つの手法を提案し，その効果について実証したものであり，その
主な成果を要約すると次の通りである。
(1) 従来の航路埋没の予測モデ、ルの問題点を指摘し浮遊漂砂の非平衡性を考慮した新しい水深変化の
予測モデルを構築し その妥当性を実験によって検証しているO
(2) 新しい予測モデルを計算するに当たって必要となる基準点濃度及び、解析法について検討を加え，精
度のよい算定法を提案しているO
(3) 新しい予測モデルの適用条件について検討を加え，実際の航路と同様，平均流による漂砂移動が，
波による漂砂移動より卓越している場合に，より精度よい予測ができることを明らかにし，その実用
化に対しての適用条件を明確にしている O
(4) 航路埋没に影響する諸要素，すなわち航路幅，底質粒径，水深などの影響について解析し，その結
果航路埋没対策として，複合断面航路にすることが最も有効であることを指摘し，また航路周辺の底
質置換工法の有用性も明らかにしている。
以上のように本論文は従来埋没土砂の竣諜という対策工法のみで対応してきた航路維持について解
析し，その対策工法についても論じたものであり，港湾工学，海岸工学に寄与するところが大きし 1。よっ
て本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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